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男成神社 春の例大祭
4年ぶりの少女神楽



3月定例会
　令和５年第１回定例会は、令和５年３月２日に開会し１５
日に閉会しました。条例の改正・制定が11件、補正予算6
件、新年度予算8件、工事請負契約1件、その他1件を審議・
可決しました。副町長、教育委員１名、固定資産評価審査委
員会委員3名の人事案件を賛成多数で同意しました。

令和5年度 一般会計予算は、総額134億4,300万円となりました。

項　　　目 予算額（千円） 構成比（％）
町税 1,283,951 9.6
分担金及び負担金 53,382 0.4
使用料及び手数料 108,289 0.8
繰入金 908,058 6.8
繰越金 100,000 0.7
財産収入 15,556 0.1
寄附金 150,001 1.1
諸収入 134,667 1.0

項　　目 予算額（千円） 構成比（％）
自主財源 2,753,904 20.5
依存財源 10,689,096 79.5
合計 13,443,000 100.0

項　　　目 予算額（千円） 構成比（％）
地方交付税 5,600,000 41.7
地方譲与税 294,252 2.2
各種交付金 376,900 2.8
国庫支出金 2,213,101 16.5
県支出金 1,403,443 10.4
町債 801,400 6.0
歳入総額 13,443,000 100.0

（備考） 構成比は小数点以下第２位を四捨五入のため
合計が合わない場合があります。

歳出予算額（目的別）構成比

歳入予算額

議会費 0.7%

総務費 12.9%

民生費 24.4%

衛生費 8.8%農林水産業費 14.4%

商工費 3.9%

土木費 9.0%

消防費 2.8%

教育費 10.0%

災害復旧費 4.4%

公債費 6.9%

諸支出金 1.6% 予備費 0.2%

総　額
134億

4,300万円
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■■■■■一般会計予算

令和5年度一般会計予算の主なもの

SDGs推進事業

3,180万円　国補助1/2

給食有機米・野菜購入費、総合学習事業委託料、表彰制度事
業業務委託料、SDGｓフォーラム開催業務委託料など

森林環境譲与税事業

7,371万円　森林環境譲与税基金繰入金

Jクレジットプロジェクト登録手数料、意向調査委託料、森林
環境明確化事業委託料、森林整備事業補助金など

自治体電子化推進事業

2,120万円　国補助1/2

コンビニ交付システム・電子申請受付システム導入業務委託
料、セミセルフレジ購入

重層的支援体制整備事業委託料

474万円　国補助3/4

複合化した相談の解きほぐしのための相談支援、支援プラン
作成等

清和文楽新作制作事業負担金

767万円　単費　  　県 900万円
今後、清和文楽館での定期公演化、全国公演化の準備。総事
業費1,900万円

図書館公用車購入

724万円　防衛調整交付金
移動図書わくわく号の更新

大川観光トイレ整備事業

2,800万円　単費
フットパス参加者、周辺史跡の観光客や町民に開放する施設

道路維持・道路新設・改良工事舗装更新
・落石防止・河川浚渫

6億3,241万円

児童生徒机椅子購入費等

1,737万円　単費
タブレット導入に伴い、教室の机サイズの拡大が必要となったため

防災用井戸整備事業

150万円　単費
小一領神社近くにある井戸を防災用井戸として整備する

木質バイオマスボイラー導入調査委託料

437万円　森林環境譲与税繰入金

移動販売支援事業補助金

400万円　単費
買い物困難者に対する移動販売事業者への支援

保育園留学事業業務委託料

550万円　単費（補助申請調整中）
保育園留学コーディネート料

地域おこし協力隊事業費（18名）

6,685万円　単費（交付税措置）
報酬、費用弁償、活動助成金等
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一般会計予算  Q&A

問（
工
藤
）　

若
い
人
材
へ
の

投
資
が
必
要
で
は
な
い
か
。こ

れ
か
ら
は
正
職
員
を
増
や
し
て

町
づ
く
り
を
し
た
ら
ど
う
か
。

答
総
務
課
長
　

　
募
集
に
お
い
て
も
応
募
が

少
な
く
、財
政
困
難
な
中
で

十
分
に
人
件
費
を
捻
出
で
き

な
い
が
、適
正
な
人
材
獲
得
は

努
力
し
て
い
く
。

問（
藤
川
）　

地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
応
募
は
募
集
数
に

満
た
な
い
の
か
。

答
企
画
政
策
課
長
　

　
一
括
し
て
募
集
す
る（
18

名
）。地
域
定
着
率
は
50
％
。

問（
坂
本
）　

保
育
園
留
学

事
業
の
内
容
は
。

答
山
の
都
創
造
課
長
　

　
都
市
部
の
子
育
て
世
帯
を

対
象
に
テ
レ
ワ
ー
ク
と
一
時
保

育
を
合
わ
せ
て
実
施
す
る
。体

験
メ
ニュ
ー
も
設
定
し
山
都
の

環
境
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、二

拠
点
生
活
の
選
択
肢
に
入
る

工
夫
を
し
た
い
。

問（
藤
川
）　
重
層
的
支
援
と

い
う
新
し
い
事
業
は
、こ
れ
ま

で
の
支
援
と
何
が
違
う
の
か
。

答
福
祉
課
長
　

　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型（
危
険
を

察
し
た
ら
手
を
差
し
伸
べ
る

方
法
）で
あ
る
と
こ
ろ
。

問（
吉
川
）　

移
動
販
売
の
補

助
事
業
に
は
す
で
に
予
定
が

あ
る
の
か
。ど
の
よ
う
に
配
分

す
る
か
。

答
福
祉
課
長
　

　
１
件
分
で
あ
る
。現
在
町

内
外
か
ら
相
談
を
受
け
て
い

る
。

問（
藤
川
）　

防
災
用
井
戸

整
備
後
の
維
持
管
理
は
。

答
総
務
課
長
　

　
小
一
領
神
社
近
く
の
民
有

地
に
あ
る
井
戸
を
町
が
整
備

し
肥
後
銀
行
が
維
持
し
て
い

く
予
定
。

問（
坂
本
）   

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ォ
ー

ラ
ム
事
業
の
内
容
は
。

答
山
の
都
創
造
課
長
　

　
山
都
町
マ
ル
シ
ェ
の
同
時
開

催
を
予
定
。テ
ン
ト
設
営
、広

告
、駐
車
場
関
係
の
警
備
員

配
置
の
経
費
を
含
む
。企
画
コ

ン
ペ
方
式
で
受
託
先
を
決
定

す
る
。

問（
矢
仁
田
）　

ジ
ビ
エ
工
房

は
、肉
を
販
売
し
利
益
を
出
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
農
林
振
興
課
長
　

　
ジ
ビ
エ
工
房
は
自
立
を
基

本
方
針
と
し
て
い
る
。

問（
興
梠
）　
二
瀬
本
ふ
れ
あ

い
館
の
味
噌
づ
く
り
設
備
の

そ
よ
風
パ
ー
ク
へ
の
移
転
後
の

運
営
形
態
は
ど
う
な
る
か
。

答
農
林
振
興
課
長
　

　
今
後
は
、利
用
者
の
こ
れ
ま

で
の
積
立
金
を
活
用
し
て
自

主
運
営
さ
れ
る
予
定
。

問（
飯
開
）　

Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト

関
係
の
予
算
の
内
容
は
。

答
農
林
振
興
課
長
　

　
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
CO2
の
吸

収
量
を
算
定
し
て
ど
な
た
か

に
買
っ
て
も
ら
う
仕
組
み
。登

録
に
１
２
０
万
円
、モ
ニ
タ
リ

ン
グ
等
に
結
構
経
費
が
掛
か

る
。取
引
は
相
対
で
、町
有
林
、

８
年
間
で
最
大
７
０
０
万
円

の
売
り
上
げ
見
込
み
で
あ
る
。

問（
飯
開
）　

山
の
全
伐
が
増

え
て
い
る
。造
林
・
下
刈
り
の

補
助
金
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と

い
う
声
を
聞
く
が
対
応
は
。

答
農
林
振
興
課
長
　

　
森
林
環
境
譲
与
税
対
応
で
、

造
林
・
下
刈
り
に
２
︐０
０
０
万

円
ほ
ど
計
上
し
た
。

問（
眞
原
）　
通
潤
橋
案
内
サ

イ
ト
保
守
予
算
の
目
的
は
。

答
商
工
観
光
課
長
　

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
索
時
、上

位
に
出
て
く
る
よ
う
に
地
元
業

者
に
調
整
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問（
藤
川
）　

服
掛
松
キ
ャ
ン

プ
場
は
、キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
で
と

て
も
人
気
で
あ
る
。当
該
指
定

管
理
者
も
将
来
独
立
採
算
制

で
運
営
し
て
い
け
る
と
言
っ
て

お
ら
れ
た
。指
定
管
理
料
の
見

直
し
は
。

答
商
工
観
光
課
長
　

　
指
定
管
理
料
は
来
年
度
の

指
定
管
理
者
公
募
の
際
に
確

認
し
て
い
き
た
い
。

問（
藤
川
）　

木
質
バ
イ
オ
の

調
査
費
は
何
か
。

答
商
工
観
光
課
長
　

　
令
和
３
年
度
が
事
前
調
査

で
あ
っ
た
。そ
の
結
果
も
併
せ

て
今
回
の
調
査
と
な
る
。そ
よ

風
パ
ー
ク
と
通
潤
山
荘
へ
の
導

入
を
考
え
て
い
る
。

問（
藤
川
）　

大
川
の
観
光
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
、政
教
分
離

の
面
で
法
に
抵
触
し
な
い
か
。

答
商
工
観
光
課
長
　

　
神
社
の
そ
ば
に
は
な
る
が
、

保
育
園
も
あ
り
フ
ッ
ト
パ
ス
の

コ
ー
ス
で
も
あ
り
効
果
的
と

考
え
て
い
る
。

問（
吉
川
）　

災
害
備
蓄
品
の

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
は
う
ま

く
いっ
て
い
る
か
。

答
総
務
課
長
　

　
備
蓄
品
の
消
費
期
限
が
切

れ
る
前
に
、防
災
訓
練
を
開
催

す
る
と
こ
ろ
に
提
供
し
て
い
る
。

問（
工
藤
）　
給
食
の
無
償
化

も
進
め
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、セ
ン

タ
ー
方
式
を
考
え
て
は
と
思
う
。

清
和
に
計
画
し
て
い
る
義
務
教

育
学
校
に
設
備
を
集
約
し
て

各
学
校
へ
配
送
し
て
は
ど
う
か
。

答
学
校
教
育
課
長

　
給
食
施
設
の
老
朽
化
対
応

を
含
め
、早
い
時
点
で
総
体
的

な
協
議
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

一
般
会
計
予
算

Q
&
A

全伐された山

服掛松キャンプ場
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■■■■■特別会計当初予算

問（藤川）　サロン活動（健康づくり事業）を社会福祉協議会へ委託しているが内容は？
答福祉課長　
　旧町村単位で活動、矢部地区では地区社協、清和地区は福祉会、蘇陽地区ではシニアクラブを基本
に自主的に行われている。蘇陽地区では、以前からシニアクラブへ委託していた経緯があり、活動が限定
されている。

令和５年度　病院事業会計当初予算

令和５年度　後期高齢者医療特別会計当初予算

令和５年度　国民健康保険特別会計当初予算

令和５年度　介護保険特別会計当初予算

令和５年度　水道事業会計当初予算

令和５年度　簡易水道特別会計当初予算

令和５年度　国民宿舎特別会計当初予算

12億2,437万円

２億９,３３６万円

２５億９,５９０万円

３０億２,２２０万円

3億4,169万円

695万円

699万円

◦被保険者数　3,886人（令和5年1月末現在）

◦被保険者数　4,206人、2,573世帯（令和5年1月末現在）

◦給水戸数　4,950戸、１日平均給水量　2,863m3

◦簡易水道事業　1地区、飲料水供給施設　2地区、小規模水道施設　6地区

◦電気料、不動産鑑定料等

◦入院患者（見込み）17,568人、外来患者（見込み）45,118人

◦認定者数　1,726名
　（令和5年2月末現在）

◦65才以上の人口6,887名
　高齢化率　約50.8％

◦介護認定者率　約25％

要支援1
92

要支援2
197

要介護1
281

要介護2
392

要介護3
250

要介護4
289

要介護5
225
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令和4年度　補正予算

令和４年度　病院事業会計補正予算第２号

令和４年度　水道事業会計補正予算第５号

令和４年度　国民健康保険特別会計補正予算第２号

令和４年度　簡易水道特別会計補正予算第２号

令和４年度　介護保険特別会計補正予算第３号

令和４年度　一般会計補正予算第11号

11億8,573万円

３億5,421万円

26億8,621万円

978万円

31億5,475万円

164億4,300万円

◦外来患者・ワクチン接種委託料の増

◦給水タンク購入事業による入札差額の減

◦町民所得額の減少により国民健康保険税額が減

◦水道管更新工事の事業量の減

◦施設介護サービス給付費の増

◦地方バス運行等特別対策補助金　11,491千円減

◦新型コロナウイルス感染症対策交付金事業費　30,500千円減

◦低所得の子育て世帯生活支援特別給付金事業　4,037千円増

◦障害者自立支援給付費　54,731千円増

◦農業競争力強化基盤整備事業負担金
26,250千円減

◦くまもと間伐材利活用推進事業補助金等
18,895千円減

◦町道維持管理基金積立金
　17,841千円増

◦公営住宅等管理費
　10,033千円減

◦国民健康保険特別会計繰出金等　
10,901千円増

◦繰越明許費　25事業
　22億3,205万円

1,921万円増

122万円減

567万円減

243万円減

2,407万円増

800万円減

基盤整備事業（芦屋田地区）
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一　般　質　問

坂
さか

本
もと

　幸
こうせい

誠 議員

吉
よしかわ

川　美
み か

加 議員

問
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る
第
三
者
調
査
委
員

会
設
置
に
係
る
経
過
と
経
費
は
。

答（
総
務
課
長
）

　
職
員
か
ら
の
申
し
出
を
受
け
て
、令

和
４
年
３
月
に
第
三
者
調
査
委
員
会

を
設
置
し
、事
実
関
係
の
調
査
を
行

い
令
和
４
年
８
月
24
日
に
答
申
を
受

け
る
ま
で
13
回
開
催
さ
れ
た
。第
三

者
調
査
委
員
会
に
要
し
た
費
用
は
約

１
８
５
万
円
で
あ
る
。す
べ
て
町
費
で

予
備
費
を
充
当
し
て
い
る
。

答（
町
長
）

　
当
時
、適
切
な
判
断
を
し
て
調
査
委

員
会
の
設
置
を
議
会
に
諮
り
な
が
ら

す
べ
き
だ
っ
た
が
、こ
れ
を
認
め
た
の
は

私
の
責
任
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問
山
下
泰
裕
杯
柔
道
大
会
の
開
催
は

で
き
な
い
か
。

答（
町
長
）

問
年
度
当
初
に
予
算
が
決
ま
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、町
民
向
け
の
講
座
が
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
開
催
さ
れ
る
の
は
何
故
か
。

答（
総
務
課
長
）　

　
行
政
の
事
業
年
度
は
単
年
度
主
義

で
、新
年
度
は
新
た
に
業
務
を
委
託
契

約
す
る
が
、手
続
き
に
時
間
が
か
かっ
た

り
、前
年
度
の
事
業
の
検
証
を
し
た
り

す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
。

問
秋
か
ら
冬
だ
と
、天
候
に
よ
っ
て
開

催
で
き
な
い
時
も
あ
る
。も
っ
と
気
候

が
良
い
時
の
開
催
は
考
え
な
い
か
。

答（
生
涯
学
習
課
長
）　

　
教
育
委
員
会
主
催
の
Ｉ
Ｔ
講
習
会

で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
が
、時
期
や

時
間
に
関
し
て
好
評
だ
っ
た
。

問
特
に
福
祉
課
で
開
催
し
て
い
る
介

護
予
防
や
認
知
症
予
防
の
講
座
は
、

当
事
者
や
家
族
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い

講
座
内
容
と
な
っ
て
い
る
。し
か
し
厳

　
山
下
泰
裕
先
生
の
故
郷
で
あ
る
山
都

町
で
大
き
な
大
会
が
で
き
れ
ば
と
強
く

思
っ
て
い
る
が
、諸
般
の
事
情
も
あ
り
難

し
い
と
聞
く
。ど
の
よ
う
な
規
模
等
で
す

る
の
か
、ま
だ
何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
中
で
、

ま
た
熊
本
県
柔
道
協
会
の
方
々
の
思
い

や
山
下
先
生
の
思
い
な
ど
決
ま
っ
て
い
な

い
の
で
、こ
の
場
で
開
催
を
す
る
こ
と
への

コ
メ
ン
ト
は
差
し
控
え
た
い
。

問
町
民
の
意
見
を
聞
く
モ
ニ
タ
ー
制

度
の
方
針
は
。

答（
企
画
政
策
課
長
）　

　
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
有
意
義
な
も
の
と

考
え
る
。町
民
の
方
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

本
町
の
政
策
に
反
映
さ
せ
住
民
参
加

型
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
も
ま

ず
は
近
隣
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
モ

ニ
タ
ー
制
度
の
内
容
を
把
握
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

寒
期
の
３
カ
月
集
中
講
座
と
な
っ
て
い

る
た
め
天
候
に
よ
っ
て
は
参
加
し
に
く

い
状
況
も
あ
る
。可
能
な
ら
通
年
の
講

座
に
し
て
、よ
り
受
講
生
の
た
め
に
な
っ

て
欲
し
い
。認
知
症
患
者
に
と
っ
て
切

れ
目
な
い
支
援
、他
者
と
の
関
わ
り
が

重
要
と
実
感
し
て
い
る
。今
後
の
方
針

を
伺
う
。

答（
福
祉
課
長
）　

　
町
民
が
健
康
で
生
き
生
き
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。開
催
時
期
に
つ
い
て
は
住
民
健
診

の
予
定
も
考
慮
し
な
が
ら
計
画
し
て
い

る
が
、介
護
予
防
に
関
し
て
は
継
続
し

た
取
り
組
み
が
大
切
と
思
っ
て
い
る
。前

向
き
に
検
討
す
る
。

問
委
託
業
者
だ
け
に
頼
ら
ず
、年
間

通
し
た
取
り
組
み
に
は
、介
護
サ
ポ
ー

タ
ー
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用
を
。

答（
福
祉
課
長
）　

　
サ
ポ
ー
タ
ー
が
活
動
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
支
援
に
取
り
組
む
。

脳と体を一緒に動かします

令和4年度山下泰裕記念熊本県少年柔道大会
の様子（山鹿市総合体育館）

全質問の動画は
こちらです

全質問の動画は
こちらです

第
三
者
調
査
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
、

議
会
へ
の
報
告
を
す
べ
き
で
な
か
っ
た
か

町
民
向
け
各
種
講
座
を
年
間

通
し
た
計
画
に
で
き
な
い
か
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一　般　質　問

問
農
林
業
の
後
継
者
、担
い
手
の
不
足

は
全
国
的
な
課
題
だ
が
、町
の
実
態
は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）　

　
２
０
２
０
年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
よ
る
と
、山
都
町
の
農
業
経
営
体
数

は
１
︐５
６
７
経
営
体
で
、そ
の
う
ち

後
継
者
が
い
る
と
の
回
答
が
３
４
５

経
営
体
。約
78
％
が
後
継
者
が
い
な
い

と
答
え
て
い
る
。ま
た
、全
国
の
基
幹

的
農
業
従
事
者
数
は
、２
０
１
５
年

で
は
１
７
５
万
７
千
人
だ
っ
た
の
が
、

２
０
２
０
年
に
は
１
３
６
万
３
千
人

と
な
り
、22
％
の
減
少
。山
都
町
に
お
い

て
も
２
︐７
７
９
人
か
ら
２
︐３
２
５

人
と
16
％
減
少
し
て
い
る
。

問
す
ぐ
に
答
え
の
出
せ
な
い
難
し
い
課

題
だ
が
、農
業
の
担
い
手
や
後
継
者
の

確
保
に
向
け
て
町
が
で
き
る
こ
と
は
何

か
。

問
農
林
業
を
主
軸
と
す
る
山
都
町
に

と
っ
て
、産
業
廃
棄
物
焼
却
炉
か
ら
排

出
さ
れ
る
煙
等
に
よ
る
大
気
汚
染
や

降
雨
に
よ
る
有
害
物
質
の
懸
念
が
あ

る
が
、こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答（
環
境
水
道
課
長
）

　
施
設
外
部
への
影
響
が
法
令
に
抵
触

し
な
い
施
設
で
な
け
れ
ば
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、今
後
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
内
容
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

問
こ
の
施
設
が
適
切
で
あ
る
と
誰
が

ど
こ
で
判
断
す
る
の
か
、そ
の
判
断
基

準
は
何
か
。

答（
町
長
）　

　
今
後
５
町
で
協
議
し
な
が
ら
決
定

し
て
い
き
た
い
。

問
５
町
の
町
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
、事
故
が
起
き
た
場
合
の
危

機
管
理
を
ど
う
す
る
か
、適
当
で
な
い

答（
町
長
）　

　
国
民
生
活
の
安
全
安
心
を
守
る
の

は
食
料
の
自
給
率
を
上
げ
る
こ
と
で

あ
り
、農
地
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
や
担

い
手
の
確
保
は
、非
常
に
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。若
い
人
た

ち
が
町
内
外
か
ら
山
都
町
で
の
農
業

に
従
事
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、受
け

皿
と
し
て
、農
地
の
基
盤
整
備
等
を
進

め
て
い
く
。

問
第
二
次
山
都
町
総
合
計
画
で
は
、集

落
営
農
の
推
進
と
新
規
就
農
者
の
確

保
を
掲
げ
て
い
る
が
、令
和
４
年
度
の

実
績
は
ど
う
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　
新
規
就
農
者
は
11
名
、そ
の
う
ち

３
名
が
親
元
就
農
で
あ
る
。集
落
営
農

は
２
集
落
が
組
織
化
に
向
け
て
検
討

さ
れ
て
い
る
。

と
判
断
す
る
基
準
は
何
か
と
い
う
こ

と
が
明
確
で
な
い
協
定
書
に
は
、疑
義

（
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
は
っ
き
り
せ
ず
、

疑
問
に
思
わ
れ
る
点
が
生
じ
る
事
）が

あ
る
と
思
う
。町
長
会
で
検
討
い
た
だ

き
、各
町
議
会
に
も
報
告
し
て
ほ
し
い
。

答（
町
長
）

　
一
議
員
か
ら
の
疑
義
と
し
て
承
っ
て

お
く
。

問
令
和
７
年
度
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分

別
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

で
き
る
だ
け
前
倒
し
を
し
て
ほ
し
い
。

答（
環
境
水
道
課
長
）

　
モ
デ
ル
的
な
試
行
を
経
て
、分
別
回

収
方
法
の
検
討
・
決
定
、必
要
な
施
設

整
備
、そ
の
後
の
全
戸
へ
の
周
知
が
速

や
か
に
行
わ
れ
れ
ば
、前
倒
し
の
可
能

性
は
あ
る
が
、慎
重
に
進
め
た
い
。

全質問の動画は
こちらです

全質問の動画は
こちらです

農
林
業
の
後
継
者
問
題
を
ど

う
考
え
る
か

民
間
の
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
計
画
が

適
切
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
基
準
は
何
か

眞
ま は ら

原　 誠
まこと

 議員

西
に し だ

田　由
ゆ み こ

未子 議員

水害から自力復旧される高齢農家

プラスチックゴミ
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議会全員協議会報告

議会全員協議会報告

■ 経　過
令和5年1月18日　定例役員会　　　経営状況の説明と資金繰りについて
令和5年2月 9 日　臨時取締役会　　（有）虹の通潤館の今後の運営について
令和5年2月22日　臨時取締役会　　（有）虹の通潤館の今後の運営について　　
令和5年3月 3 日　臨時取締役会　　自己破産手続き開始の申し立てを行うことに決定
令和5年3月 9 日　臨時取締役会　　事業停止の時期について（３月２５日に決定）
令和5年3月10日　従業員説明会　　自己破産による休業及び解雇手続きについて説明

■ 経　過
令和5年3月25日　事業停止
令和5年3月25日　指定管理者の取り消し処分

「国民宿舎通潤山荘の指定管理者である有限会社虹の通潤館の自己破産申立
ての経緯について」

「国民宿舎通潤山荘の指定管理者である有限会社虹の通潤館の自己破産申立
てと事業再開に向けた方針について」
今後は、「住民の福祉を増進する目的をもってその利用に供する施設」という設置目的の達成が
可能な管理運営先に、土地・建物の所有権を移転し、民営化する方針に決定したことの報告がありま
した。

　移動手段をもたない入浴施設利用者に配慮して、町で
はバスセンター発着による清楽苑への無料送迎を開始し
ました。
◦月曜日～土曜日　午後３時に仲町バスセンター集合  
◦入浴料金　210円
詳しくは福祉課（72-1229）へお問い合わせ下さい。

熊本地震による被災や、令和２年からの新型コロナウイルスの感染拡大等の影響により、宿泊者
や利用者の減少が続き、資金繰りが困難な状況になり、３月３日の取締役会にて自己破産手続きの
申立てを行うことに決定したことの報告がありました。

浜の湯温泉

国民宿舎通潤山荘

令和5年3月14日

令和5年3月28日
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義務教育学校の設置計画

「
清
和
地
区
義
務
教
育
学
校  

基
本
構
想
、基
本
計
画
」

◆建設候補地は清和地区の町有地に絞り検討されました。

義務教育学校の設置計画

準備委員会での意見を参考に教育委員会が決定します。

①現・阿蘇森林組合加工所（元菅原織物工場）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　②現清和中学校敷地　③現清和小学校敷地　　（優先順）

令
和
９
年
４
月
開
校
を
目
指
す
、清
和
地
区
に
お
け
る
義
務
教
育
学
校
の
開
設

に
つ
い
て
、基
本
的
な
計
画
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。昨
年
秋
、義
務
教
育
学
校
設
立

準
備
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、学
校
関
係
者
、Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、子
育
て
中
の
保
護

者
、こ
れ
か
ら
子
育
て
を
す
る
世
代
の
方
々
を
選
出
し
、こ
れ
ま
で
４
回
の
準
備
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
議
等
を
経
て
策
定
さ
れ
た
基
本
構
想
と
基
本
計
画

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

▼
教
育
理
念

時
代
を
生
き
抜
く
力
を
持
ち
、未
来
を
拓
く

▼
目
指
す
学
校
像

⃝
 

学
ぶ
意
欲
と
確
か
な
学
力
が
身
に
つ
く
学
校

⃝
 

豊
か
な
表
現
力
と
つ
な
が
り
合
う
心
が
育
つ
学
校

⃝
 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
起
業
家
精
神
の
芽
生
え
る
学
校

《
基
本
構
想
》

《
基
本
計
画
》

⃝
 

建
設
敷
地
　
ペ
ー
ジ
下
に
別
記

⃝
 

教
室
の
配
置
　

教
室
の
他
に
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
気
持
ち
の
休
ま
る
空
間
に
す
る
。

⃝
 

地
域
社
会
と
の
連
携

図
書
室
に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
。地
域
住
民
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
も

予
定
。

⃝
 

給
食
体
制
の
検
討

町
内
の
給
食
施
設
の
老
朽
化
と
職
員
の
不
足
が
慢
性
化
し
て
お
り
、給
食

体
制
を
総
体
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

い
つ
も「
夢
」と「
誇
り
」を
持
ち

                   

予
測
困
難
な
時
代
を
も
生
き
抜
く
力
を
蓄
え
る
学
校

《開校までの施設整備、協議計画の予定》
施設建設関係 準備委員会

５年度 •用地取得手続き/平面図作成
•見積もり、プロポーザル

準備委員会の中に複数の部会を設け具体的に検討していきます。
•教育課程、学校統合関係
•生徒指導、通学、家庭・地域関係
　校則や学校生活の決まり、制服の事など
　通学関係（スクールバス路線など）
　コミュニティ・スクール導入の検討
•開校閉校、組織事務関係
　校章、校歌
　公務の効率化、情報化の検討

新設校への移転作業計画

６年度 •建設基本設計、実施設計
•造成工事

７年度 •新校舎等建設工事

８年度 •新校舎等建設工事
•外構工事

９年度 ４月   義務教育学校の開校
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条例制定／改正

条例制定／改正

新体育館の名称決まる

【山都町空家等対策協議会設置条例】

【山都町消防団の定員、任命、給与、分限及び懲戒、服務等に関する条例の改正】

【山都町立体育館条例の改正】

【山都町小中学校設置条例及び山都町立学校体育館施設の開放に関する条例の一部改正】

分団再編について　※２方面隊・１４分団を２方面隊・８分団に再編

◦空家等対策の推進に関する特別措置法の規定に基づき、山都町にも対策協議会を設置するため
の条例です。
◦設置の目的は、空家等対策計画の策定/空家の適正な管理/※特定空家等の認定と措置/空家等
の対策の執行について協議を行うものです。

※特定空家とは、国交省が示している４つの項目（倒壊のおそれ、衛生上のおそれ、著しく景観を害する、放置することが
不適切）に該当する空き家の事です。民家も店舗も適用対象です。

◦消防団員数の減少を理由として、消防団の定員を６００
人から５００人へ変更し、消防団の分団を再編するもの
です。団の再編は以下の図を参照。

※質疑では、団員の減少で統合は致し方ないが、地域防災への意識
減退につながらないか懸念される。今後も団員獲得への努力を続
けて頂きたい、などの意見が多かった。

熊本地震の被害を受けて以来、使用出来なかった朝日西部体育館の取り壊しが決まったことから、
体育館条例中の朝日西部体育館の項を削るものです。　※体育館解体費用は１,８７０万円です。

潤徳小学校の閉校に伴い、この条例中の「潤徳小学校」の項を削るものです。
※この条例は、潤徳小学校が閉校した後の、令和６年４月１日から施行されます。

７５作品の応募があり、審査の結果「パスレル」に決まりました。
「パスレル」はフランス語で架け橋を意味しています。愛称とし
て呼びやすく覚えやすい、と選定されました。

R5.3月
まで

H17〜H26 矢部方面隊 清和方面隊 蘇陽方面隊

本部 女性隊 第1分団 第2分団 第3分団 第4分団 第5分団 第6分団 第7分団 第8分団 第9分団 第10分団 第11分団 第12分団 第13分団 第14分団

H27〜 西部方面隊 東部方面隊

本部 女性隊 第1分団 第5分団 第2分団 第7分団 第3分団 第4分団 第6分団 第8分団 第10分団 第9分団 第11分団 第12分団 第13分団 第14分団

R5.4月
から 本部 女性隊 第1分団 第2分団 第3分団 第4分団 第5分団 第6分団 第7分団 第8分団

▲令和５年３月の出初式

▲議会では、体育館アリーナの天井に使用する木トラスの
耐荷試験の見学をしました。町有林のヒノキを使用。

山都町総合体育館  パスレル

11 議会だより「山都」 第48号



議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。
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陳　情

人事案について同意しました

議会運営委員会の役職交替について

【陳情第1号】
件 　 　 名：

陳 情 者：

陳 情 内 容：

審 査 結 果：
審 査 意 見：

農業委員会への女性登用に関す
る要望書
くまもと農業委員会女性委員の会
　　　　　　 会長　福嶋求仁子
農業委員会が農地活用の業務を
実施する際には、就農者の過半を
占める女性の視点や思いを反映
させることが重要であるが、現在
農業委員の女性参画率は8%に止
まることから、女性委員の登用に
ついて配慮を頂きたい。
趣旨採択
農業委員会の委員選出について
は、なり手不足が深刻な中、特に
女性委員の選出について町議会
の協力も必要だと考える。

　工藤文範議員から議会運営委員長と委員の
辞任の申し出があり、議長が許可し、交替の人事
を行いました。議会運営委員会の人事は委員の
互選によって選任されます。

　   委 員 長　後藤　壽廣 議員
　　　　　　        (厚生常任委員)

　   副委員長　眞原　誠 議員
　　　　　　        （経済建設常任委員）

　尚、工藤議員の後任として、総務常任委員会の
興梠誠議員が議会運営委員に選任されました。

【山都町副町長（新）】
楢
なら

林
ばやし

　力
りき

也
や

 さん
梅田町長のまちづくりの最大化に全力
で取り組みます。そのためには議会との
信頼関係が不可欠です。情報を正しく
共有し議論を深めたいと思います。

【山都町教育委員】
高橋　稔朗 さん  （鶴ケ田  2期目）

【山都町固定資産評価審査委員会委員】
上野　善宏 さん  （上　寺  4期目）
片岡　教行 さん  （高　月  6期目）
後藤　　冠 さん  （二瀬本  5期目）

※詳しい日程等については、議会事務局までお問い合わせく
ださい。（☎72-1289）
※感染拡大防止のため、傍聴席数が変更になる可能性もあり
ます。予めご了承ください。

次の定例会は、

6月の予定です。

編

後
集

記

本誌で掲載していない3月定例会の議案と議

決結果は、山都町HPに掲載してあります。

「議会だより」に関する
ご意見・ご感想は
右記のQRコードから
お寄せください。
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同意第5号 山都町副町長選任について
同意を求める件

R 5.3.15 可決 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

同意第1号 山都町教育委員任命につい
て同意を求める件

R 5.3.15 可決 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇

同意
第2号～4号

山都町固定資産評価審査委
員会委員選任について同意
を求める件

R 5.3.15 可決 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇

賛否の表 ○：賛成　●：反対　△：欠席

菅尾在住  65歳


